
 

令和６年度 江戸川区地域公共交通計画業務 審査基準 

  

 

 

 

評価項目 審査基準 配 点 

企
画
提
案 

業務内容の理解度 
（目的・条件・内容） 

本区における現状の課題に対する認識・理解があ
る。 

10 

60 

特
定
テ
ー
マ
に
関
す
る
技
術
的
提
案 

地域公共交通計

画の推進に関す

る検討 

提案内容が理論的に裏付けられており、具体的かつ
実現性や説得力があり分かりやすい。 

5 

専門的知識や経験を活かした独創的で特色があり、
適切かつ具体的な提案である。 

10 

地域公共交通計

画の改定に向け

た検討 

提案内容が理論的に裏付けられており、具体的かつ
実現性や説得力があり分かりやすい。 

10 

専門的知識や経験を活かした独創的で特色があり、
適切かつ具体的な提案である。 

10 

専門的な視点から、区の将来のまちづくり、地域公
共交通計画改定後の検討、公共交通関連施策を踏ま
えた提案がなされている。 

10 

工程計画の提案 
工程計画が妥当かつ具体的であり、長期的視点を含
んでいる。 

5 

業
務
実
施
能
力 

管理技術者 業
務
実
績 

以下のいずれかの類似業務の実績がある。 
・地域公共交通計画に係る検討業務 
・地域公共交通網形成計画に係る検討業務 
・地域公共交通総合連携計画に係る検討業務 
・その他、公共交通に係る検討業務 

5 

20 

主担当技術者 5 

会社業務実績 5 

業務に取り組む 

社内体制 

・業務遂行に必要な実施体制（役割分担）が整って
いる。 

・区との連絡・調整体制が整っている。 
・バックアップ体制が整っている。 

5 

受託見積額 見積額が妥当である 20 20 

別紙 2 


